
主な内容
弟子屈町功労賞表彰式‥‥‥‥‥‥‥

12月は町税等完納強調月間です‥‥‥
季節労働者等資格取得促進事業の活用を‥

衣類・布類の特別巡回回収を行います‥

老人ホームの移転新築に向けて‥‥‥

生活習慣改善の大切さを伝えたい‥‥

「やった！放水成功！」
10月26日に行われた、第21回防火フェスティバルでの１コマ
です。訓練用消火器を使った放水体験は、子どもたちに大人
気。見事、的に当てることができて、笑顔が弾けました。

（関連記事20ページ）
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町
の
発
展
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸
せ

の
た
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
る
、
平

成
25
年

度
弟
子

屈
町
功

労
賞
表

彰
式
が

11
月
３

日
、
町

社
会
老

人
福
祉

セ
ン
タ

ー
で
開
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義
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美
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小
　
川
　
宣
　
次

◆
小
　
澤
　
昭
　
一

◆
小
野
寺
　
孝
　
江

◆
小
野
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安

◆
鏡
　
　
　
　
充

◆
柏
　
倉
　
三
次
郎

◆
川
　
口
　
律
　
子

在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年
にわたり福祉向上や産業の振興に努められたとと
もに、地域発展のために貢献された方。（50音順）

長年の功績に感謝

自治功労 多年にわたり町政の振興・発展に寄与し、
功労のあった方。

池　上　清　子
　1995（平成７）年５月１日から2012（平

成24）年11月11日まで、５期17年にわた

り町議会の女性議員として在任、地方

議会の活性化に貢献した。

産業功労 本町産業の発展に顕著な功労のあった
方。

善行表彰 町民の模範となる善行のあった方、および
公益のため多額な私財を寄附した方。

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、町
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・

文
化
な
ど
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
、
町

の
振
興
と
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
に
、

表
彰
状
・
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
る
も
の
。今
年
度
は
、
自

治
功
労
１
人
、
産
業
功
労
１
人
、
善
行
表

彰
４
人
、
在
住
功
労
84
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　
式
で
は
、
德
永
町
長
か
ら
一
人
一
人

に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

※
広
報
紙
で
の
紹
介
を
了
承
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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男

德　永　一　男
　2004（平成16）年６月に摩周湖農協理

事に就任し、2013年４月まで３期８

年在職。その間、指導的立場を通じて

農協組織の育成と、農協事業・町農業の

安定的発展に尽力した。

　また、1996（平成８）年７月から2006（平成18）年５月ま

での10年間、町農業委員を歴任。農地行政の適正化と農

用地の有効利用促進に尽力し、町農業発展に貢献した。

金　子　ひで子
　弟子屈町社会福祉協議会前会長（金

子正男氏）の遺志を引き継ぎ、社会福祉

事業に深い理解を示し、現金100万円

を同事業に役立ててほしいと寄附し

た。

（2012年９月28日受納）

佐　藤　今朝夫
　書籍637冊（346万8,403円相当）を、図

書資料の充実に役立ててほしいと寄

附した。

（2012年11月21日受納）

羽　田　昭　男
　朝日２丁目128番地の42の土地330.52㎡（評価額119万

円）を、公共の用地として活用してほしいと寄附した。

（2013年１月７日受納）

合　田　武　一
　現金100万円を、岩手県久慈市との

援農の碑に関する費用に役立ててほ

しいと寄附した。

（2013年６月27日受納）

表彰者の皆さん
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問い合わせ先／役場税務課☎４８２‐２９１４（課直通）

町
税
や
保
険
料
・
水
道
料
・
住
宅
使
用
料
な
ど
の
各
種
使
用
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
？

12月は

　広報てしかが11月号でも滞納処分についてお知らせしましたが、町税などは町が

存続するための貴重な自主財源であり、滞納すると町の財政を圧迫し、住民サービス

に支障を来すことにもなりかねません。

　住みよいまちづくりのためにも、納期内納付の徹底をお願いします。

　釧路総合振興局と町では、個人住民税の特別徴収を行っていない事業主（給与支払者）の皆さ

んを対象に、平成26年度から順次、特別徴収義務者に指定する取り組みを行っています。

　個人住民税の特別徴収とは、事業主の方が従業員の方に毎月支払う給与から個人住民税を徴

収（天引き）し、従業員の方の代わりに納入していただく制度です。従業員の方にとっては、年12

回に分けて徴収（天引き）されるため、普通徴収で年に４回納付書で納める場合に比べて１回あ

たりの負担額が少なく、納め忘れがなくなるなどのメリットがあります。

　詳しくは、下記までお問い合わせください。

個人住民税の特別徴収を

4

　滞納処分を専門に処理し、町村に代わって徴税につなげるため、釧路・根室管内11町

村（本町を含む）で「釧路・根室広域地方税滞納整理機構」を設立し、積極的な滞納整理を

進めています。

　この組織は、例えば弟子屈町から引き継がれた滞納者が、滞納額全額の一括納付、

または１年以内の短期的な分割納付をしなければ、徹底した財産調査などを行った

上で差し押さえを行い、強制的に徴収します。

　また、引き継がれた滞納者については、徴収のための戸別訪問は行わず、差し押さ

えなどの滞納処分を粛々と進めていきます。この間、弟子屈町役場税務課での納税相

談などはできなくなります。

　このような滞納処分を受けないためにも、同機構への引き継ぎの対象にならない

よう、税の納期内納付や早めの納税相談をお願いします。

【機構が行う滞納処分】

　 ▼給与／勤務先の会社へ給与照会を行い、給与を差し押さえます。

　 ▼敷金・家賃収入／借家の敷金や入居者の家賃を差し押さえます。

　 ▼ �動産／自動車や貴金属、家電製品などを、強制調査（家宅などの捜索）により差し押さえます。

　 ▼不動産／家屋や土地を差し押さえます。

　 ▼生命保険／生命保険を強制的に解約し、解約返戻金を差し押さえます。

　 ▼預貯金／銀行預金や郵便貯金を差し押さえます。

　※これらの処分については、町でも随時実施しています。

－釧路・根室広域地方税滞納整理機構－

　次のとおり、税務課職員を配置して夜間納税窓口を開設します。日中、役場へ来ら

れない方は、ぜひご利用ください。納税相談も受け付けています。

　 ▼開設日／12月25日㈬

　 ▼開設場所／役場庁舎（税務課）・川湯支所

　 ▼開設時間／午後８時まで

　※水道課も同様に開設します。

平成25年度　町税などの納期一覧（12月～３月）

月

12月

１月

２月２月25日㈫

１月31日㈮

12月25日㈬

12月２日㈪

納期限

４期

固定資産税

４期

町道民税

９期

８期

７期

６期

国民健康保険税

５期

４期

介護保険料

９期

８期

７期

６期

後期高齢者保険料

季節労働者等資格取得促進事業の活用を
　町では、季節労働者の方などの通年雇用化を図るため、新規に資格を取得した方に、その費用の一部を予算の範囲
内で補助しています。

▼補助内容

　※対象経費は、入学料または登録料、教材費を含む受講料とします。
　※補助金額は、受講者の方が支払った額を基に決定します。（他の制度から助成される額を除く）

▼補助対象／次のいずれにも当てはまる方
　町内に居住し、住民基本台帳に記載されている方。
　町税の滞納がない方。
　資格取得事業において、資格検定試験に合格した方。
　取得した資格を活用して、町内事業所で働く意思がある方。
　�資格取得事業の受講に係る費用について、この事業から補助
を受けたことがない方。

　※�補助申請は、資格取得事業による教育訓練などの修了前に行
ってください。

　�　�ただし、平成25年度については、申請受け付け前に教育訓練な
どが終了した方も対象とします。

　※�釧路地域通年雇用促進支援協議会が実施する事業を利用する
場合、当該年度または前年度において雇用保険の短期雇用特
例求職者給付の受給資格を得て、現に雇用保険の一般被保険
者でないこと。

▼提出書類
①申請
　補助金交付申請書
　�住民票抄本
　�町税に滞納がないことの証明（個人情報利用同意書により省略
できます）

　研修受講申込書（研修内容、受講料など、受講期間が分かるもの）
　資格取得計画書と就職見込み調書
②実績報告
　補助金実績報告書
　資格検定試験の合格を証明する書類（写し）
　受講料などの領収書
③補助金の請求
　請求書
　※補助金は指定する本人名義の口座に振り込みます。

　詳しくは、下記までお問い合わせください。

問い合わせ先／役場観光商工課商工振興係☎４８２‐２９４０（課直通）

補助対象事業（次のいずれかの資格取得事業） 補助金額（千円未満切捨て）

釧路地域通年雇用促進支援協議会が実施する季節労働者資格取

得事業に該当する事業

対象経費の10分の２と50,000円の、いずれ

か低い方の額

介護職員初任者研修課程を修了する事業
対象経費の10分の５と80,000円の、いずれ

か低い方の額

その他、町長が必要と認める通年雇用化に結びつく資格取得事業 町長が必要と認める額

学んで働くあなたを応援！
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○
×

ちょっとまって！ごみにしないで！

　資源の有効活用とごみの減量のため、衣類・布類の無料巡回回収を行います。ご不要の衣類や布類がありましたら、

お近くの回収場所まで、お持ちください。

衣類や布類は『資源』です！
　衣類や布類を燃やせるごみの袋に入れて捨ててしまっていませんか？

　衣類や布類は、工業用の雑巾などに生まれ変わることができる大切な資源です。

ですが実際には、１人当たり年間で約４㎏もの衣類や布類を捨てているといわれて

います。

　資源の有効活用と、ごみを少しでも減らすため、リサイクル可能なごみは、資源ご

みとして分別しましょう。

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

回収日

12 月 26 日㈭
※荒天の場合は中止します。

※�資源にならないものは、お持ち帰りいただく

場合があります。

回　収　場　所 時　間

奥春別交流センター前  9：00～ 9：20

見晴台団地子供広場前  9：40～10：00

町 公 民 館 前 10：10～10：30

泉 の 湯 前 10：40～11：00

仁多交流センター前 11：20～11：40

すずらんこども館前 13：00～13：20

札 友 内 寿 の 家 前 13：40～14：00

屈斜路研修センター前 14：20～14：40

川 湯 支 所 前 15：00～15：20

美 留 和 会 館 前 15：40～16：00

回
収
で
き
る
も
の

◎綿50％以上のもので洗濯済みのもの（ボタン・ファスナー付きでも可）
　メリヤス地…Ｔシャツ、ポロシャツ、ベビー服、ズボン下、肌着 など

　綿…シーツ、布団カバー、トレーナー、パジャマ、Ｙシャツ、ブラウス、浴衣 など

　タオル地…タオル、バスタオル、タオルケット、バスローブ、おしぼり、ベビー服 など

　ネル地…寝巻き、ネルシャツ など

回
収
で
き
な
い
も
の

×厚地・ナイロン地・毛・毛皮・フリース類
　�吸収性の悪い物…�ジャージ、セーター、Ｇパン、フリース、毛糸類、着物、ナイロン地 など

　小さいもの…くつ下、ハギレ、下着、ハンカチ、帽子、手袋、よだれかけ など

　裏地のあるもの…背広、ジャケット、スーツ、スカート、コート など

　中綿入りのもの…布団、キルティング地 など

　厚地のもの…毛布、作業着、防寒着、ジャンパー、コート、毛皮 など

　その他…�濡れているもの、汚れのひどいもの、動物臭のするもの、灯油などの臭いのす

るもの など

※回収できないものは燃やせるごみ・粗大ごみとして出してください。

特養・養護共用で限られたスペースを有効活用

老人ホームの移転新築に向けて

問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

　町では老人ホームの移転新築に向け、今年度から設計業務に着手しているところです。

　今回は、老人ホームの共用部分について紹介します。
　下の平面図をご覧ください。右側中央が正面玄関となり下側「事務1」が特別養護老人ホーム摩周の事務室、上側「事
務室２」は、養護老人ホーム倖和園の事務室となります。
　中央エントランスホールは、特別養護老人ホーム・養護老人ホーム共有となります。100人以上が収容できる集会室
や和室を備え、相談室や会議室もすべて共有されます。
　また、エントランスホール下側には特別養護老人ホームの医務室、その奥には家族室兼研修生室が設けられ、入所
者のご家族が介護などのために宿泊したり、施設で研修を行う学生が滞在する部屋となる予定です。
　このエリアには他に、厨房設備・冷暖房機械設備・自動販売機や喫煙室なども設置される予定です。
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乳製品をもぉ～っと食べましょう！
お手軽料理レシピ

牛乳豆腐
【材料】

牛乳　　　　　　　　　　１ℓ
酢またはレモン汁　　　　15～30㏄（大さじ１～２）

【作り方】

①�牛乳を混ぜながら加熱して、沸騰前に火を止める。
酢を少しずつ入れながら混ぜ、分離してくるまで待つ。
②�透明な水分と白い固まりができたら、ザルにあけて
水気を切る。
※�硬めに作りたいときは、ガーゼなどに包んで水気を
絞ります。
※�カッテージチーズ風にするときやお菓子に使うと
きは、レモン汁で作る方がおすすめです。ホット
ケーキに入れたり、なめらかになるよう裏ごしし
て、ジャムなどをかけてもおいしいです。

牛乳豆腐のドーナツ
【材料（７個分）】

牛乳豆腐　　　　　　　　　100ℊ
卵　　　　　　　　　　　　１個
砂糖　　　　　　　　　　　大さじ５（50g）
薄力粉　　　　　　　　　　２カップ（200g）
ベーキングパウダー　　　　小さじ１（３g）
油　　　　　　　　　　　　適量

【作り方】

①�牛乳豆腐を細かくほぐしておく。（裏ごしすると、
ドーナツの見た目がきれいに出来上がります）
②�卵と砂糖を泡立て器でよく混ぜ、①を入れてさらに
よく混ぜ合わせる。
③�薄力粉とベーキングパウダーを混ぜ合わせたもの
を②にふるいながら加え、ゴムべらなどで粉っぽさ
がなくなるまで切るように混ぜ合わせる。（練らな

いようにしましょう）
④生地を7等分し、ドーナツの形になるように作る。
　（�ラップに包んで30分くらい置くと、成型しやすく
なります）

⑤�鍋に2㎝くらいの深さになるよう油を入れ、中温に
熱し、④を両面がきつね色になるまで揚げる。

簡単チーズパン
【材料（２個分）】

バター　　　　　　　　　　100g
プロセスチーズ　　　　　　100g
薄力粉　　　　　　　　　　３カップ（300g）
ベーキングパウダー　　　　大さじ１（10g）
砂糖　　　　　　　　　　　大さじ１（10g）
卵　　　　　　　　　　　　１個
牛乳　　　　　　　　　　　1/2カップ

【作り方】

①�バターとチーズを１㎝角に切り、冷蔵庫で冷やして
おく。
②�薄力粉、ベーキングパウダー、砂糖を泡立て器で混
ぜ合わせる。バターを入れ、指先で粉をまぶしなが
らバターが小豆くらいの大きさになるまで混ぜる。
③�卵と牛乳をよく混ぜ合わせ、②にチーズと一緒に加
え、ゴムべらなどで粉っぽさがなくなるまで切るよ
うに混ぜる。（練らない
ようにしましょう）
④�③を二等分にし、クッキ
ングシートの上に山高
に乗せ、220℃に熱した
オーブンで20～30分く
らい、中まで火が通るま
で焼く。

　本町の農業の大部分を占めるのが酪農ですが、今回は乳製品を使ったお菓子を紹介します。

　牛乳豆腐の作り方も紹介しますので、ぜひ作ってみませんか。

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

調理実習のお知らせ！調理実習のお知らせ！
▼内容／鍋料理　ほか

▼日時／12月20日㈮　10時～13時30分

▼場所／社会老人福祉センター

▼定員／12人

▼参加費／400円

▼持ち物／エプロン、三角巾

▼申し込み締め切り／12月18日㈬

❑�申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進

係（栄養士）☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

※�調理実習やレシピ

のことでご意見な

どありましたら、

栄養士までご連絡

ください。

藤
ふじ

井
い

　陽
ひ

菜
な

 ちゃん 武
たけ

山
やま

　凛
り

音
ね

 ちゃん
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❑路上駐車は除雪の障害
　除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
　歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
　除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時は大変危険です。
　特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
　除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
　除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
　大変ご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で取り除
いてください。

❑道路に雪を捨てないで
　除雪したばかりの道路に、雪を捨てるといった光景を毎
年多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発
する原因にもなりかねませんので、注意してください。

❑消防水利に雪を捨てないで
　「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

　これから降雪シーズンを迎え、今年もまた厳しい冬に突入です。
　町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て、除雪作業
をスムーズに進めることが経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則的には行いません。

※入園対象／０〜５歳児（平成26年４月１日現在）

▼ �申請書類配布・受付場所／役場福祉こども課児童福祉係、おひさま保育園、川湯保育園

▼ �保育料／平成25年分所得税額、および25年度分町民税額により決定。

▼ �入所基準／保護者いずれも（保護者と同居していない場合には児童の面倒を見ている方）が、次のいずれかの事
情にある場合。
　①（家庭外労働）児童の保護者が家庭外での仕事のため、児童の保育ができない場合。
　�②（家庭内労働）児童の保護者が家庭内での仕事のため、児童の保育ができない場合。
　　※児童と離れての労働であること。日常の家事を含まない。
　③�（母親の出産など）母親が妊娠中であるか、出産後間もないため、児童の保育ができない場合。
　�④（親の傷病など）親が病気や負傷、心身に障がいがあるため、児童の保育ができない場合。
　�⑤�（�病人の介護など）児童の家庭に、長期にわたる病人や、心身に障がいのある方がいるため、親がいつも介護

に当たっており、児童の保育ができない場合。
　�⑥�（�家庭の災害）震災、風水害、火災などの被害を受け、住居を失ったり破損したりしたため、復旧の間、児童の

保育ができない場合。
　⑦前各号に類する状態にあると町長が認めた場合。
❑�問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）、おひさま保育園☎４８２‐２４４４
または☎４８２‐１０８７、川湯保育園☎４８３‐２５３７まで。

おひさま保育園
川湯保育園

泉１丁目11番１号

川湯温泉４丁目３番１号
120人

名　前 所　在　地 定員

45人

　役場福祉こども課では、平成26年度に保育園入園を

希望される児童の申し込みを受け付けています。

❑受付期間／12月30日㈪まで
※�受付期間終了後に入園を希望される場合は、ご相談くださ
い。また、平成26年度、出産後に入園の予定がある方は、事
前にお知らせください。

各保育園の定員

保育園の入園を受け付けます!!

大切な家を守るお手伝い
住宅建築資金の一部を助成

　町では、住宅建築と定住の促進、地域の振興を目的に、住宅の新築・増改築、リフォームなどに要する費用の一部を
助成しています。対象は本町に本店または支店、事業所のある町内業者と工事契約をした方で、金券取扱店として登
録した店舗や事業所などで使える金券での助成となります。詳しい要件や手続き、助成金額などについては、お問い
合わせください。

▼助成額
�新築・増改築（500万以上）／工事請負契約金額の５％以内で、50万円を限度。
�増築・リフォーム／助成対象経費の10％以内で、20万円を限度。

▼金券の取扱店を募集しています
　建築資金の助成金として発行される金券の取扱店を募集しています。対象は町内に本店事業所を有し、事業を行っ
ている方です。建設業に関わらず、小売業や飲食店、理容業など、たくさんの店舗の登録をお願いします。

住宅相談窓口を開設しています

　「これから住宅を建てたい」「現在お住まいの住宅建て替えやリフォームなどのアドバイス」など、有資格者がさまざ
まな相談に応じます。

問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）

無料耐震診断と耐震改修補助を行っています

　1981（昭和56）年以前に建設された一戸建て住宅に対し、無料で簡易耐震診断を行っています。耐震改修に対する補
助も行っていますので、ぜひご相談ください。

環境省川湯自然保護官事務所レンジャー通信

　地域で、まちづくりについて、さまざまな議論をしていま

す。それらの意見を踏まえて環境省では、次のような直轄施

設の整備を行いました。

●ここに ベンチがあったらいいな
　この秋、老朽化したテー

ブルやベンチを取り替え

ました。場所はつつじヶ原

自然探勝路です。

　「ここにベンチがあると

便利」という地元の方の声

も取り入れ、整備を進めました。座り心地の良いベンチを設

置し、早くも利用者の方から好評を得ています。休憩地はお

弁当を食べたり、絵を描いたり、本を読んだり…。自然のゆっ

たりとした時間や雰囲気を味わえる場所になりました。

　雪が溶けたら、春の訪れとともに変化していくつつじヶ

原を、ぜひ、お楽しみください。

●ここに ライトがあったらいいな
　川湯温泉内にある足湯。その木道に、おしゃれなライトを

つけました。

　景観をより良いものにしていくとともに、観光客の方や

地元の方たちが夜間、足湯周辺を散歩できるようにと、地域

の声を取りまとめて設置しました。訪れてみると、心地良い

川のせせらぎの音や、ゆったりとした夜の森の気配を感じ

られる、あなたのお気に入りの場所になるかもしれません。

問い合わせ先／環境省釧路自然環境事務所川湯自然保護官事務所☎４８３‐２３３５

『あったらいいな』を形にしました

晴
れ
た
日
に
は

の
ん
び
り
お
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を

　国立公園のレンジャー（自然保護官）のお仕事って何だろう？

　レンジャーの業務は、広範囲の国立公園の中で多岐にわ

たっています。その一部を子どもたちが体験し、国立公園の

自然を肌で感じることを目的に「子どもパークレンジャー事

業」を実施しています。

　阿寒国立公園川湯地域では10月19日に実施、19人が参加。

主につつじヶ原の探勝路上に伸びてきた植物を抜き取る作

業を行いました。つつじヶ原は阿寒国立公園の中でも、特に

大切にしなければならない場所ですが、子どもたちは探勝

路を利用する方のために植物を取り除き、管理していく大

切さも実感できたようです。

※�つつじヶ原は特別保護地区に指定されており、植物の採取は一切禁止され
ています。今回は探勝路の管理のため、このような作業をしています。

つつじヶ原自然探勝路を管理してみよう

植物の力強い根っこに
子どもたちはびっくり！

「ぼくもレンジャーになる！」
中原レンジャーの話を聴きながら

そう誓う子どももいました

体験！レンジャーのお仕事
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新 刊 案 内
「
黒
書
院
の
六
平
衛　

上
・
下
」浅

田　

次
郎
／
著

「
な
ぎ
さ
」

山
本　

文
緒
／
著

「
傷
」

堂
場　

瞬
一
／
著

「
一
生
モ
ノ
の
時
間
術
」

鎌
田　

浩
毅
／
著

「�

１
万
円
起
業
」

ク
リ
ス
・
ギ
レ
ボ
ー
／
著

「�

情
報
漏ろ

う

洩え
い

９
割
は
あ
な
た
の
う
っ
か
り
ミ
ス
」

中
田　
　

亨
／
著

「
命
が
け
で
南
極
に
住
ん
で
み
た
」

ゲ
イ
ブ
リ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
／
著

「
ス
ー
プ
・
ポ
タ
ー
ジ
ュ
・
チ
ャ
ウ
ダ
ー
の
本
」

星
野　

奈
々
子
／
著

「�

あ
り
が
と
う
！
わ
さ
び
ち
ゃ
ん
」

わ
さ
び
ち
ゃ
ん
／
著

「
お
ば
け
の
ゆ
き
だ
る
ま
」

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
ュ
ケ
ノ
ワ
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

大人になっていくと
はどういうこと？
自分はどう生きてい
きたいか？
うれしいとき、悲し
いとき、何でもなく
てもちょっと時間が
あるとき、詩を読ん
でみませんか？
凝縮された言葉。胸
に響いてくる詩に出
会ってください。

お
す
す
め
の
新
刊

水内　喜久雄／編著

☆�『�

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ

ャ
ル
』が
あ
る
よ
！

　

読
み
聞
か
せ
拡
大
版「
お
は
な
し
は
ら
っ

ぱ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

絵
本
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
14
日
㈯　

13
時
～
14
時

▼
場
所
／
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

☆
貸
出
冊
数
２
倍
フ
ェ
ア

　

年
末
年
始
の
お
休
み
前
に
、
た
く
さ
ん
の

本
を
借
り
た
い
！
と
い
う
方
の
た
め
に
、
期

間
中
、
貸
出
冊
数
を
通
常
の
10
冊
か
ら
20
冊

へ
拡
大
し
ま
す
。

▼�

期
間
／
12
月
17
日
㈫
～
12
月
29
日
㈰

☆
年
末
年
始
の
休
館
日

　

12
月
30
日
㈪
～
１
月
６
日
㈪
休
館
で
す
。

　

休
館
中
、
本
の
返
却
は
図
書
館
玄
関
横
の

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

新
年
は
１
月
７
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

▼
今
月
の
休
館
日

　

２
日
㈪
・
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
23
日
㈪
・
30

日
㈪
・
31
日
㈫

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

中学生に贈りたい心の詩40

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）　☎４８３‐４１００
URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/　12月は9:00～16:00開館（水曜日、12/29㈰～1/3㈮休館）

　

屋
外
の
最
高

気
温
が
１
ケ
タ

台
に
な
る
と
、

川
湯
Ｅ
Ｍ
Ｃ
館

内
で
ダ
ン
ト
ツ

の
人
気
を
誇
る

の
が「
暖
炉
」で

す
。

　

小
さ
な
お
子

さ
ん
と
安
心
し
て
遊
ん
で
い
た
だ
け

る
畳
ス
ペ
ー
ス
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、本

や
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
ソ
フ
ァ
な
ど
が
置
い
て
あ
る
コ
ー

ナ
ー
の
一

角
に
、
暖

炉
は
あ
り

ま
す
。
耐

火
れ
ん
が

の
中
で
薪ま

き

が
燃
え
て

い
る
様
子

～川湯の森から～

を
見
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら「
わ

あ
、本
物
の
暖
炉
が
あ
る
！
」「
や
っ
ぱ

り
生
の
火
は
い
い
ね
」と
い
っ
た
言
葉

が
聞
か
れ
ま
す
。薪
を
く
べ
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ま
と
の
間
で
、

暖
炉
談
義
が
開
か
れ
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
。燃
え
や
す
い
木
や
燃
え
に
く

い
木
の
種
類
、薪
の
組
み
方
、薪
の
調

達
方
法
な
ど
の
ほ
か
、
思
い
出
話
を

聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
過

ぎ
て
い
く
時
間
の
早
い
こ
と
！
何
せ

ス
タ
ッ
フ
も
み
ん
な
、
暖
炉
好
き
な

も
の
で
す
か
ら
。

　

こ
れ
ま
で
に「
子
ど
も
に
火
を
つ
け

さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」「
薪
を
入

れ
て
み
た
い
」と
い
っ
た“
要
望
”が
あ

り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、す
ぐ
に
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。燃
え
上
が
る

炎
を
見
て
い
る
と
、
笑
顔
が
弾
け
ま

す
。交
流
の
き
っ
か
け
も
生
み
出
す

暖
炉
は
、
身
も
心
も
ポ
カ
ポ
カ
に
し

て
く
れ
ま
す
。

この時期の一番人気！

くつろぎと癒やしを演出する暖炉

２階ギャラリー企画展
「トク撮・てしかが　vol.２」

開催中！

　11～12月の２階ギャラリーは、

ツーリズムてしかがのガイドス

タッフ２人による「撮っておき」の

自然写真を展示しています。

　「お客さまに感動してもらうに

は、まず自分たちが感動すること」

をモットーに、彼らがこの３年の

間に撮りためた中から、悩み抜い

て選んだ27シーンです。写真とと

もに伝わってくるアツい思いを、

ぜひ、見て、感じてください。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

真
壁
仁
は
１
９
０
７（
明
治
40
）年
、山

形
県
山
形
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。野
の

詩
人
、
野
の
思
想
家
と
い
わ
れ
、
山
形
を

離
れ
ず
に
詩
作
や
東
北
文
化
の
研
究
を

行
い
、
奥
羽
地
方
の
一
部
の
地
域
で
農

民
た
ち
に
よ
っ
て
５
０
０
年
ほ
ど
前
か

ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
土
着
の
能「
黒
川

能
」を
世
に
紹
介
し
た
人
物
で
す
。

　

真
壁
仁
と
更
科
と
の
出
会
い
は
１
９

２
５（
大
正
14
）年
、尾
崎
喜
八
の
選
で
詩

雑
誌「
抒
情
詩
」に
２
人
の
作
品
が
推
薦
さ

れ
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　

更
科
は
弟
子
屈
か
ら
詩
雑
誌「
港
街
」や

「
北
緯
五
十
度
」を
、真
壁
仁
は
詩
雑
誌「
犀さ

い

」

の
同
人
と
し
て
互
い
の
仲
間
た
ち
を
誘

い
、作
品
を
載
せ
、発
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

更
科
の
第
１
詩
集『
種た

ね

薯い
も

』（
１
９
３
０

（
昭
和
５
）年
刊
）は
、真
壁
の
手
に
よ
っ
て

山
形
で
印
刷
さ
れ
、
そ
の
大
半
を
山
形

近
在
で
さ
ば
き
、
印
刷
費
の
一
部
を
賄

っ
て
く
れ
、
そ
し
て
、
山
形
で
著
者
不
在

の
出
版
記
念
会
ま
で
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
。

  

更
科
源
藏
文
学
資
料
館
の
更
科
宛
書

簡
で
一
番
多
い
の
が
真
壁
仁
か
ら
の
も

の
で
、
５
７
０
数
通
が
あ
り
ま
す
。同
じ

日
付
の
手
紙
も
あ
り
、
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
た
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　

更
科
と
真
壁
の
文
通
の
一
部
が『
真
壁

仁
研
究
』（
真
壁
仁
研
究
編
集
委
員
会
編
・

東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
刊
）に「
真
壁
仁
・
更
科
源
蔵
往
復

書
簡
」（
川
田
信
夫・
斎
藤
た
き
ち
編
）と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。昭
和
の
初
め

こ
ろ
の
若
者
た
ち
が
詩
や
文
学
に
寄
せ

る
思
い
や
、
社
会
の
不
条
理
に
対
す
る

怒
り
が
、熱
く
語
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

更
科
源
藏
へ

　
　
（
昭
和
２
年
４
月
３
日　

山
形
か
ら
）

　
　
（
略
）「
港
」の
兄
の
詩
は
よ
か
っ
た
。

　
　

�

君
に
は
ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
抒
情
詩
が
あ

る
ね
！（
略
）

　

真
壁
仁
へ

　
　
（
昭
和
２
年
４
月
５
日

　

東
京　

羽
根
田
方
か
ら
）

　
　

今
日　

あ
ら
し
。

　
　

�

素
晴
ら
し
い
あ
ら
し
で
す
。ベ
エ
ー
ト

ー
ベ
ン
の
あ
ら
し
を
思
う
よ
う
な
、
そ

の
物も

の

凄す
ご

い
あ
ら
し
の
な
か
を
実
に
明
日

の
日
光
の
や
う
に
、
君
の
手
紙
が
私
を

訪
れ
た（
略
）

　

更
科
は
真
壁
仁
へ
の
返
信
に
、友
情
に

感
謝
す
る
一
片
の
詩
を
添
え
て
い
ま
す
。

　

真
壁
は
更
科
が
初
め
て
山
形
を
訪
れ

た
時
の
こ
と
を
晩
年
、

　

�

そ
の
長
髪
の
彼
と（
左
上
の
写
真
参
照
）山
形

の
夜
を
、
イ
シ
ャ
ボ
ル
シ
ー
ア
ム
ジ
ナ
ー

ク
な
ん
て
歌
っ
て
あ
る
い
て
、
何
や
ら
異

国
の
風
俗
み
た
い
な
も
の
を
ま
き
ち
ら
し

…（
略
）

と
、
互
い
の
住
む
場
所
の
遠
さ
を
感
じ
て

い
な
か
っ
た
青
春
を
回
想
し
て
い
ま
す
。

『野の詩人　真壁　仁』

●更科源藏資料紹介

第
104
回

原

野

紀

行

更科源藏（さらしなげんぞう）
●1904（明治37）年、弟子屈
町熊牛原野（南弟子屈）に生
まれ、1985（昭和60）年に81
歳で逝去。東京麻布獣医学
校を中退した後、尾崎喜八、
高村光太郎に師事し、詩作
を中心に郷土史、アイヌ文
化研究など主に文学活動
を続けた。
▶�弟子屈町で所蔵している
さまざまな資料を紹介す
る。

著書の検印などに使っ
ていた自作のエゾシカ
印

23歳の更科（左）と21歳の真壁仁
1927（昭和２）年、山形に真壁を訪ねたころか

1965（昭和40）年９月
札幌に来た真壁と双子山の自宅前で（左が更科）

更科の第１詩集『種薯』
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釧
路
総
合
振

興
局
農
業
農
村

整
備
事
業
パ
ネ

ル
展
が
、11
月
５

～
８
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

草
地
整
備
事
業
や
農
道
整
備
事

業
な
ど
の
パ
ネ
ル
や
、
農
業
に
関

す
る
ク
イ
ズ
な
ど
、
カ
ー
ド
で
分

か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
に
社
会
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第

23
回
弟
子
屈
町
老
人
福
祉
大

会
・
演
芸
交
流
の
集
い（
弟
子
屈

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
）に
、弟
子
屈
・
川
湯
学
級
の

18
人
が
合
唱
で
参
加
。「
り
ん

ご
の
う
た
」ほ
か
３
曲
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

11
月
は
、
弟
子
屈
学
級
が
12
日
に
社
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
川
湯
学
級
は
15

日
に
川
湯
ふ
る
さ
と
館
で「
料
理
を
楽
し

く
学
ぼ
う
！
」を
行

い
ま
し
た
。弟
子
屈

学
級
で
は
、講
師
の

町
栄
養
士
・
正
代
章

子
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、カ
ボ
チ
ャ
の

プ
リ
ン
と
ジ
ャ
ガ

イ
モ
ピ
ザ
を
作
り
、

　

町
民
大

学
校「
弟
子

屈
高
校
・
公

民
館
連
携

講
座
」を
開

講
し
て
い

ま
す
。

　
「
生
涯
ス

　

弟
子
屈
町

文
化
奨
励
賞

贈
呈
式
が
10

月
27
日
、摩
周

観
光
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、30

年
以
上
も
の
長
い
間
、
し
ら
か
ば
合
唱
会

の
指
揮
や
歌
唱
指
導
を
は
じ
め
、
音
楽
の

楽
し
さ
や
幅
広
さ
に
つ
い
て
実
践
を
通

し
て
多
く
の
方
に
伝
え
て
き
た
吉
口
教

子
さ
ん
、
弟
子
屈
音
頭
の
普
及
を
目
的
に

発
足
し
て
13
年
目
を
迎
え
、
現
在
も
地
域

文
化
の
発
展
と
向
上
に
寄
与
し
て
い
る

摩
周
湖
民
踊
会（
加
藤
ノ
ブ
子
会
長
）の
皆

さ
ん
が
同
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

吉口さん（右）と加藤さん（中央）

　

平
成
26
年
成
人
式
は
、
平
成
５
年
４
月

２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
が
対
象
で
す
。転
出
な
ど
に
よ
り
町

内
に
住
民
登
録
が
な
い
方
で
、
弟
子
屈
町

の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼�

日
時
／
１
月
12
日
㈰　

14
時
～
受
け

付
け
、14
時
30
分
～
式
典

▼
会
場
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

❑�

申
し
込
と
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
課
教
育
社
会
教
育
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

「生きがい講座」で
学んでいます

合唱を披露する学級生の皆さん

町
民
大
学
校

「
弟
子
屈
高
校
・
公
民
館
連
携
講
座
」

開
講
中
で
す

公民館ロビー展

農村整備を分かりやすく 14

　

11
月

18
日
と

25
日
の

２
回
に

わ
た
り
、

公
民
館

講
座「
ク

リ
ス
マ

ス
手
作

り
講
座
」

が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
に
な
る
手
作
り
講
座

で
、
今
年
は
８
人
が
参
加
。講
師
の「
き
ず

な
の
な
か
ま
達た

ち

」（
千
葉
節
子
代
表
）の
皆
さ

ん
の
指
導
に
よ
り
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
を
感
じ
な
が
ら
、
色
鮮
や
か
な
ラ

ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
や
コ
ー
ス
タ
ー
を
作

り
ま
し
た
。

　

作
品
は
12
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
、
公

民
館
ロ
ビ
ー
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

手作りで迎えるクリスマスを思い描きながら

お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し

た
。両
学
級
と

も「
自
分
で
も

作
っ
て
み
た

い
！
」と
の
声

も
聞
か
れ
ま

し
た
。

▼�

12
月
の
生

き
が
い
講
座

�

弟
子
屈
学

級
／「
渡
辺

昇
さ
ん
の

マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」12

月
６
日
㈮

町
公
民
館

�

川
湯
学
級
／「
作
る
楽
し
さ
と
技
術
を

学
ぼ
う
・
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」12

月
13
日
㈮　

川
湯
ふ
る
さ
と
館

楽しく料理を学ぶ（右・弟子屈学級／左・川湯学級）

ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
」が
11
月
12
日
・
26
日

の
２
回
、「
親
子
わ
く
わ
く
実
験
教
室
」が
11

月
14
日・28
日
の
２
回
、そ
れ
ぞ
れ
弟
子
屈

高
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
の
先
生
の
指
導
の
も
と
、
ス
ポ
ー

ツ
で
は
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
や
テ
ニ
ポ
ン

な
ど
で
体
を
動
か
し
、
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ

を
学
び
ま
し
た
。親
子
で
わ
く
わ
く
実
験

教
室
で
は
、
花
火
を
例
に
炎
色
反
応
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。実
験
を
通
し
て
楽
し

み
な
が
ら
、
化
学
に
対
し
て
の
関
心
を
深

め
ま
し
た
。

親子で楽しく実験
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■�

第
２
回
弟
子
屈
町

民
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

　

摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ（
青
木
貴
代

美
会
長
）主
催
の
第
２
回

弟
子
屈
町
民
ミ
ニ
テ
ニ

ス
大
会
が
11
月
４
日
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
釧
路
・
根

室
管
内
か
ら
48
人
が
参

加
。熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

▽
１
位
／
佐
藤
・
曽
我
部
ペ
ア（
弟
子
屈
）

▽
２
位
／
日
下
ペ
ア（
磯
分
内
）

▽
３
位
／
金
子
・
村
上
ペ
ア（
別
海
）

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

▽
１
位
／
佐
野
・
佐
藤
ペ
ア（
釧
路
）

▽
２
位
／
力
武
・
栗
田
ペ
ア（
磯
分
内
）

▽
３
位
／
熊
谷
・
渡
部
ペ
ア（
釧
路
）

▼
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

▽
１
位
／
水
島
・
藤
丸
ペ
ア（
釧
路
）

▽
２
位
／
目
々
澤
ペ
ア（
弟
子
屈
）

▽
３
位　

斉
藤
・
小
松
ペ
ア（
釧
路
）

ミニテニス・バドミントン・卓球大会開催

　

町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
12
月

21
日
㈯
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
。

　

気
象
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
日
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利

用
前
に
あ
ら
か
じ
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎
４
８
２
‐
２

　

９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

�

各
地
域
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

町
教
育
委
員

会
・
弟
子
屈
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
協
議
会
主

催
の「
み
ん
な
の

ス
ポ
ー
ツ
」が
、

５
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

指
導
の
も
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
。３

世
代
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
世
代
間
の
交
流

を
図
り
、
普
段
親
し
む
こ
と
の
少
な
い
キ

ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

■�

弟
子
屈
町
民
卓
球
大
会
兼
第
16
回
会

長
杯
争
奪
ク
ラ
ブ
対
抗
親
睦
大
会

　

町
卓
球
協
会

（
木
暮
敏
男
会

長
）主
催
の
平
成

25
年
度
町
民
卓

球
大
会
兼
第
16

回
会
長
杯
争
奪

ク
ラ
ブ
対
抗
親

睦
大
会
が
11
月

17
日
、
摩
周
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、釧
路・根

室
管
内
か
ら
14
チ
ー
ム
42
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
小
学
生
の
部

▽
１
位
／
藤
田　

佑
大

▽
２
位
／
金
須　

渚

▽
３
位
／
上
村　

颯

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼�

日
時
／
１
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
の
２
日

間
、い
ず
れ
も
９
時
～
11
時
50
分

▼
場
所
／
町
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん　

ほ
か

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
１
月
８
日
㈬

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

キンボールを楽しむ参加者

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催

白熱した試合を展開

熱い戦いが続いたミニテニス大会

■
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�

第
29
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会（
９
月
25
日
か
ら
釧
路
市
）▽

和
泉
綾
夏（
弟
子
屈
高
校
２
年
）女
子
棒

高
跳
び
４
位
▽
土
佐
大
樹（
同
１
年
）男

子
１
０
０
㍍
予
選
敗
退
▽
西
田
健
修

（
同
）男
子
砲
丸
投
げ
２
位
▽
中
島
知
明

（
同
）男
子
や
り
投
げ
８
位
▽
男
子
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
準
決
勝
敗
退
▽
男

子
４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
入
賞
な
し

▼�

第
35
回
北
海
道
高
等
学
校
秋
季
テ
ニ

ス
大
会（
10
月
９
日
か
ら
帯
広
市
）▽
佐

藤
一
志（
弟
子
屈
高
校
２
年
）・
上
西
大
地

（
同
１
年
）男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦
敗
退

▽
松
橋
わ
か
な（
同
２
年
）・
辻
早
織（
同

１
年
）女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
回
戦
敗
退
▽

岡
田
春
弥（
同
２
年
）・
藤
江
弥
生（
同
１

年
）女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
回
戦
敗
退
▽
辻

早
織（
同
１
年
）個
人
戦
１
回
戦
敗
退
▽

男
子
団
体
１
回
戦
敗
退
▽
女
子
団
体

１
回
戦
敗
退

■
管
内
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼�

第
36
回
浜
中
町
杯
少
年
野
球
大
会（
10

月
13
日
浜
中
町
）摩
周
ジ
ャ
ガ
ー
ズ
優

勝
▽
最
優
秀
選
手
賞
／
藤
田
佑
大
▽

敢
闘
賞
／
前
澤
寿
弥

▼�

平
成
25
年
度
北
海
道
新
聞
社
旗
中
学

生
サ
ッ
カ
ー
大
会
兼
釧
路
地
区
後
期

カ
ブ
ス
リ
ー
グ（
１
部
リ
ー
グ
）Ｉ
Ｎ
Ｆ

Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
４
位

■
弟
子
屈
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会（
中
村
敏
文
代

表
）主
催
の
弟
子
屈
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
11
月
10
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
釧
路
・
根
室
管
内
か
ら
40
人

が
参
加
し
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

昨年のスケート教室の様子
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町の話題

町の話題

　

摩
周
丘
幼
稚
園（
鈴

木
幸
栄
園
長
）の
お
遊

戯
会
が
11
月
６
日
、摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
は
、
２
～
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
ご
と

に
歌
や
楽
器
演
奏
、
踊
り
、
劇
な
ど
を
披

露
。こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
た
成
果
を
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
舞
台

の
上
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。カ
メ
ラ
や

ビ
デ
オ
な
ど
を
手
に
し
て
集
ま
っ
た
保
護

者
な
ど
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、お
ひ
さ
ま
保
育
園（
清
水
節

子
園
長
）の
親
と
子
の
集
い
が
、

同
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

０
～
５
歳
児
が
そ
れ
ぞ
れ
、

各
ク
ラ
ス
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
お
遊
戯
や
劇
な
ど
を
披
露
。

保
護
者
に
と
っ
て
は
、園
生
活

が
垣
間
見
れ
る
貴
重
な
場
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、
保
護
者

や
保
育
士
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
出
し
物
を
行
い
、
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
、
先
生
た
ち
の
活

躍
に
園
児
は
大
喜
び
で
し
た
。

みんなで頑張りました
摩周丘幼稚園お遊戯会

おひさま保育園親と子の集い

日ごろの活動の成果を披露
第64回弟子屈町総合文化祭

　

第
64
回
弟

子
屈
町
総
合

文
化
祭
が
、10

月
13
日
か
ら

11
月
３
日
に

か
け
て
、摩
周

観
光
文
化
セ

ン
タ
ー
や
公

民
館
な
ど
で

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

10
月
13
日

に
は
社
会
老

人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
文
化

祭
の
幕
開
け
と
な
る
ダ
ン
ス
の
夕
べ
が

開
催
さ
れ
、
優
雅
な
社
交
ダ
ン
ス
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
～
11
月
３
日
に
は
、
公
民
館

で
展
示
会
を
開
催
。26
の
団
体
や
個
人
な

ど
が
、絵
画
や
陶
芸
、短
歌
な
ど
、日
頃
の

文
化
活
動
の
成
果
を
発

表
し
、
訪
れ
た
方
々
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
に
は
、
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

で
芸
能
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。22
の
団
体

が
参
加
し
、
吹
奏
楽
や

舞
踊
、
合
唱
な
ど
を
そ

れ
ぞ
れ
披
露
。訪
れ
た

皆
さ
ん
か
ら
、
盛
ん
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

多彩な作品が並んだ展示会

劇や楽器演奏を披露するむ園児たち（摩周丘幼稚園）

芸能発表会の様子（上２枚とも）

練習の成果を堂々と発表（おひさま保育園）

　

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
温
泉
街

部
会（
中
嶋
康
雄
部
会
長
）で
は
10
月
28
日
、
川

湯
温
泉
地
区
で
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
、同
協
議
会
員
の
ほ
か
料
飲
店
組

合
、
自
然
公
園
財
団
、
環
境
省
川
湯
自
然
保
護

官
、エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
の
職
員
な

ど
25
人
が
参
加
。川
湯
温
泉
街
の
足
湯
付
近
に
、

カ
エ
デ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
約
30
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
会
で
は
11
月

14
日
、
川
湯
温
泉
街
の
湯
川

の
清
掃
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
胴
長

や
ゴ
ム
手
袋
を
身
に
付
け
、

湯
川
に
堆
積
す
る
ご
み
や
落

ち
葉
な
ど
を
回
収
し
、
入
念

に
清
掃
し
ま
し
た
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
植
樹

と
湯
川
の
清
掃
活
動
は
、
川

湯
温
泉
街
を
き
れ
い
に
し
て

お
客
さ
ま
を
温
か
く
受
け
入

れ
よ
う
、
豊
か
な
自
然
を
次

代
へ
引
き
継
ご
う
と
い
う
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。同
協
議
会

で
は
、
今
後
も
こ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

き
、
地
域
の
宝
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
観

光
商
工
課
観
光
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
０（
課
直

通
）ま
で
。

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会

植樹と湯川清掃の様子

問い合わせ先／役場福祉こども課児童福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

子育て支援に関するアンケート調査にご協力を
　昨年８月に成立した「子ども・子育て関連３法」による新制度が、平成27年度から開始予定となりました。新制度で

は、市町村が５年を期間とする「子ども・子育て支援事業計画」を策定して、各種事業を実施します。

　この計画づくりに向けて、お子さんの幼稚園や保育所、子育て支援事業などについての「現在の利用状況」と「今後

の利用希望」を把握するため、アンケート調査を実施することになりました。

　アンケート調査は項目数も多く、お忙しい皆さんにとってご負担ではあると思いますが、子育て支援施策に関わる

重要な資料となるアンケートですので、ぜひ、ご協力をお願いします。
▼町内在住の小学生までのお子さんを持つご家庭全世帯に、12月上旬に調査票を送付します。

▼ ��対象となるお子さんが複数いるご家庭には、お子さんごとに調査票をお送りします。お手数ですが、お子さん一人

一人についてご回答ください。（就労状況など保護者の方に関する項目につきましては、同じ回答をご記入いただ

くことになります）

▼ ��調査票は、宛名となっているのお子さんの保護者の方がご記入ください。

▼ �調査結果は「子ども・子育て支援事業計画」策定のために使用します。ご回答いただいた調査票をそのまま公表する

ことはなく、統計的な処理を行います。

▼ �記入が済んだ調査票は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに１月15日㈬までにご投函ください。

子どもたちが健やかに育つための計画をつくります
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　弟子屈中学校
（坂東薫校長）と川
湯中学校（辻川尚
志校長）の３年生
70人が11月５日、
摩周焼体験学習
を行いました。

　総合的な学習の一環として毎年行われているもの。郷土
を代表する工芸の一つである摩周焼の制作を通して、思い
出をつくり、郷土を愛する心を育てることが目的です。摩周
焼窯元の森雅子さん（奥春別）を講師に招き、森さんとそのお
弟子さんたちの協力の下、多目的カップ作りに挑戦しまし
た。作品は、12月中旬から公民館で展示される予定です。

陶芸を通して思い出づくり

弟中と川中の３年生が摩周焼を体験

1１月５日

　おひさま
保育園（清水
節子園長）の
年長・年中児
が11月７日、
摩周厚生病
院を慰問し
ました。

　入院患者さんに喜んでほしいと、この時期に毎年行って
います。入院中のお年寄りなどを前に「よっちょれ」と「弟子屈
音頭」を元気いっぱいに披露した園児たちに、たくさんの拍手
が送られました。患者さんは「とてもかわいかった」と、うれ
しそうに話していました。

11月７日

おじいちゃん・おばあちゃん元気になってね

おひさま保育園児が厚生病院を慰問

　町内での交通死亡事故ゼロ
が10月19日、300日を達成し、
一般社団法人釧路方面交通安
全協会（安藤純博会長）から弟子
屈町交通安全協会に記念の盾
が贈られました。
　伝達式は11月７日、弟子屈

警察署で行われ、小林順也同署長から同協会の村岡幸雄会
長に盾が手渡されました。
　町内での交通死亡事故は、昨年の12月23日、朝日３丁目の
国道243号で発生して以来、現在まで発生していません。村
岡会長は「これからも関係者一丸となって、死亡事故ゼロが
続くように頑張っていきたい」と話していました。

11月７日

村
岡
会
長（
左
）と
小
林
署
長

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　川湯エコミュージアムセン
ターを拠点に自然保護活動を
行っている摩周・屈斜路パーク
ボランティアの皆さんと環境
省は、10月27日に藻琴山登山
道のロープ撤去を行いまし
た。ロープは、登山シーズン初

めに、危険な場所や植生の保護のために張ったものです。
　10日ほど前に初冠雪した際の雪がまだ残り、強風が吹く
という厳しい天候でしたが、手際よく作業が進められまし
た。この日も、登山を楽しむ人の姿が多く見られ、ボランテ
ィアの皆さんは「何よりも安全を第一に、気持ちの良い時間
を過ごしてほしい」と話していました。

10月27日

登山シーズンの終わりを迎え

パークボランティアが藻琴山登山道のロープを撤去

　美留和小学校（梅津
和広校長）の皆さんに、
ＪＲ北海道から感謝
状が贈られました。
　贈呈式は10月25日、
同校で行われ、同社の
大江秀雄釧路支社長

と廣瀬晃二摩周駅長から、児童会長の阿部宏紀君（５年）に感
謝状と記念品が手渡されました。
　同校では1996年、美留和駅の清掃と花壇整備を開始し、現
在まで継続。年に２回、駅と周辺を清掃するほか、児童が育て
た花をプランターで飾るなどの活動を行っていて、2000年、
2007年にも同社の釧路支社から感謝状が贈られています。

いつも美留和駅をきれいにしてくれてありがとう

美留和小学校にＪＲ北海道から感謝状

　第21回防火フェステ
ィバル（同実行委員会・
弟子屈消防署・弟子屈消
防団主催）が10月26日、
弟子屈消防署で行われ
ました。
　秋の火災予防運動の
一環で、地域の方に対

する同運動の周知と防災意識の高揚などを目的に毎年開催
されています。会場では屈折はしご車の乗車体験や放水体
験、応急手当体験などが行われたほか、大声コンテストやホ
ース巻き競争、消防戦隊タスケルンジャーショーなど多彩な
催しが用意され、親子連れや子どもたちでにぎわいました。

はしご車って高いんだね

防火フェスティバルで多彩な催しを楽しむ
大
江
支
社
長（
左
）・廣
瀬
駅
長（
右
）と
全
校
児
童

荒
天
の
中
、手
際
よ
く
ロ
ー
プ
を
撤
去

10月26日 10月25日

　小学生による釧路
川改修工事現場の見
学会が10月31日、釧
路川の摩周大橋近く
で行われました。
　同工事の河道整備
などを担当する辻谷

建設㈱（辻谷智之代表取締役）の皆さんが、子どもたちに川の
重要性を理解してほしいと、社会貢献活動の一環として昨
年度から行っているもの。弟子屈小学校の５年生が参加し
ました。児童は、説明を受けながら工事現場を見学。その後
４班に分かれて、油圧式ショベルカー乗車や汚濁処理、測
量、コンクリート作りといった現場作業を体験しました。

10月31日

大切な川を理解してほしい

小学生が釧路川改修工事現場を見学

　舘昭子さん（中央２）が、今年
度の北海道社会貢献賞（統計功
労）と経済産業省所管調査功績
者表彰を受賞しました。
　伝達式は10月30日、役場で行
われ、德永町長から舘さんに賞
状と記念品が手渡されました。

　舘さんは1977（昭和52）年に全国物価統計調査の統計調査
員に任命されて以来、工業統計調査を中心に30年にわたり
統計調査員として活躍。2010年の国勢調査では、指導員とし
て調査員の指導に当たるなど、長く統計調査に貢献してき
ました。舘さんは「協力してくれる町民の皆さんと家族のお
かげで長く続けてこられた」と話していました。

川
岸
の
高
さ
を
測
量
す
る
児
童

10月30日

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
は
し
ご
車
乗
車
体
験

　道の駅摩周温
泉１階の展示ギ
ャラリーで、11
月１日から摩周
焼陶芸教室の皆
さんの作品展が

始まりました。
　摩周焼窯元の森雅子さんの指導のもと、陶芸に取り組ん
でいる８人の作品143点が展示されています。
　また、１階町民ギャラリーでは弟子屈短歌会の皆さんによ
る作品展、２階では町内在住の写真家・田澤淳子さんの写真展
「鏡花水月～道東のささやき～」も開催中です。いずれも12月
末までとなっていますので、一度ご覧になってみませんか。

道の駅摩周温泉でさまざまな企画展

摩周焼陶芸教室の作品や短歌、写真を展示
力
作
ぞ
ろ
い
の
摩
周
焼
陶
芸
教
室
展

賞
状
を
受
け
取
る
舘
さ
ん（
左
）

1１月１日～

　フリーの写真家・水越
武さん（屈斜路）が、今年
度の北海道文化賞を受
賞しました。
　10月30日には德永町
長がお祝いに駆けつけ、
花束を手渡しました。

　同賞は、北海道の文化の向上・発達に功績の顕著な方を顕彰
することで、文化の普及・振興を図る目的で毎年行われていて、
道に貢献した活動歴が概ね20年以上の方が表彰されます。
世界的にも活躍する水越さんは、地球の生態に対する慈し
みや危機感をテーマに撮影。1988（昭和63）年に本町に移住
後は、道内の自然を取り上げた作品を多数発表しています。

10月30日

文化活動を通して北海道に貢献

写真家の水越さんに北海道文化賞
水
越
さ
ん（
中
央
）と
奥
さ
ま（
左
）

　弟子屈町地域公共交通活
性化協議会（会長・德永町長）
では10月25日、川湯地区の
住民の方を対象に、バスの
乗車体験や路線バスに関す
る意見交換を行う「バスに乗
ろう会」を開催しました。

　約20人が参加。川湯バスターミナルでバスの乗り方教室
を行った後、郵便局前と川湯温泉駅前をバスで往復しまし
た。乗車後は川湯ふるさと館で意見交換会を開催。町内路線
バスの運行状況やコースなどが説明され、参加者の皆さん
からは「高齢者にバスは不可欠」「路線の存続を」などの意見が
出されました。

10月25日

もっと路線バスの活用を

川湯地区で「バスに乗ろう会」
バ
ス
の
乗
り
方
を
学
ぶ
参
加
者

森
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

弟
子
屈
音
頭
に
目
を
細
め
る
患
者
さ
ん
た
ち

道社会貢献賞と経済産業省所管調査功績者表彰

長く統計調査に貢献した舘さんがダブル受賞
これからも安全運転を心掛けて

町内での交通死亡事故ゼロ300日達成
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こ
だ
わ
り
抜
い
た
装
飾
を
施
し

た
サ
イ
ド
カ
ー
つ
き
の
大
型
バ
イ

ク
に
は「
弟
子
屈
町
」の
旗
。人
目
を
引

く
愛
車
は
、
道
の
駅
な
ど
で
声
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
そ
う
。他
に

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
摩
周
湖
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
た
り
、
本

の
出
版
を
行
っ
た
り
…
。弟
子
屈
を

Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て

い
る
の
が
大
橋
さ
ん
で
す
。

｜
１
９
５
７（
昭
和
32
）年
、結
婚
を
機

に
網
走
か
ら
弟
子
屈
に
来
ま
し
た
。

当
時
の
弟
子
屈
町
は
、
人
口
が
も
う

す
ぐ
１
万
５
千
人
に
達
す
る
か
と

い
う
こ
ろ
で
、
観
光
地
ら
し
い
活
気

も
あ
り
ま
し
た
。で
す
が
、
そ
の
後

は
次
第
に
景
気
も
悪
く
な
り
、
寂
れ

て
い
く
感
を
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
１
９
６
４（
昭
和
39
）年
に
建
築

業
の
会
社
を
設
立
し
、２
０
０
４
年
ま

で
40
年
間
、こ
の
ま
ち
で
商
売
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。２
０
１
０
年

に
は
町
在
住
功
労
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。縁
が
あ
っ
た
弟
子
屈
を
良
い

ま
ち
に
し
た
い
、観
光
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
…
。そ
う
い
っ

た
思
い
が
自
然
と
芽
生
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
加
え
、今
年
は
釧
路
川
を

歌
っ
た
歌
謡
曲
を
作
詞
し
ま
し
た
。

｜
釧
路
川
を
歌
っ
た
歌
が
な
い
な

…
。ふ
と
思
い
つ
い
た
の
が
３
月
、

す
ぐ
に
作
詞
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
作
詞
な
ど
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
苦
労

がんばっているあなたがすき
シリーズ・ひと

縁
が
あ
っ
た
弟
子
屈
を
良
い
ま
ち
に
し
た
い

釧
路
川
流
域
を
舞
台
に
し
た
歌
謡
曲
を
作
詞
し
た

大 

橋　

秀 

雄 

さ
ん（
80
歳
・
高
栄
２
）

みんなのひろば

摩周丘幼稚園のおともだち

すどう  こうすけ くん

（５さい）

うちゅうひこうしに　なり

たいんだ。うちゅうの　よ

うすを　かんさつして　

しゃしんに　とって　おと

うさんや　おかあさんに　

みせてあげたいな。

えいたに そらね ちゃん

（５さい）

おとうさんが　はたらいて

いる　びょういんで　かん

ごしさんに　なりたいな。

かんじゃさんに　やさしく

て　かっこいい　かんごし

さんに　なるの。

　

弟
子
屈
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
は
１
９

９
３（
平
成
５
）年
８
月
設
立
。今
年
、
設
立
20

周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　

設
立
時

は
会
員
45

人
で
の
ス

タ
ー
ト
で

し
た
が
、

翌
年
に
は

１
７
０
人

を
数
え
る

ま
で
に
拡

大
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ

が
、
親
子

三
代
そ
ろ

っ
て
誰
も

が
気
軽
に

楽
し
く
プ

弟子屈町パークゴルフ協会
会長・野 田　彰さん

会員・120人

このコーナーで取り上げてほしい方やサークルをご紹介ください。
詳しくは役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）まで。

し
ま
し
た
。自
分
自
身
が
心
を
打
た

れ
、
歌
詞
に
盛
り
込
み
た
い
と
思
う

風
景
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

歌
に
な
っ
た
と
き
の
リ
ズ
ム
を
考

え
な
が
ら
言
葉
を
選
ん
で
い
く
こ

と
は
、大
変
な
作
業
で
し
た
。

　
「
釧
路
川
」を
作
詞
す
る
上
で
、
こ

だ
わ
っ
た
点
は
あ
り
ま
す
か
。

｜
屈
斜
路
湖
か
ら
始
ま
っ
て
、
１

市
４
町
村
を
通
り
太
平
洋
に
注
ぐ

の
が
釧
路
川
で
す
。弟
子
屈
町
だ
け

の
Ｐ
Ｒ
か
ら
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、

流
域
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
よ
う

な
歌
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
形
だ

と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。で
す
か

ら
、
釧
路
川
流
域
市
町
村
の
四
季

折
々
の
風
景
を
織
り
込
み
ま
し
た
。

歌
詞
に
織
り
込
ん
だ
風
景
は
、
こ
の

地
に
50
年
住
ん
だ
私
が
、
自
分
の
目

で
見
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
す
。実

際
に
行
か
な
け
れ
ば
書
け
な
い
歌

詞
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

80
歳
を
過
ぎ
て
、
ま
す
ま
す
お
元

気
で
す
ね
。今
後
の
抱
負
は
。

｜
苦
労
し
た
作
詞
で
し
た
が
、終
わ
っ

て
み
た
ら
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。作
詞

の
仕
方
も
、そ
の
面
白
さ
も
分
か
っ
て

き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。次
は
摩
周

湖
を
題
材
に
し
た
歌
を
作
る
予
定
で
、

作
曲
を
札
幌
の
知
人
に
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。こ
れ
か
ら
も
作
詞

を
通
し
て
ま
ち
や
管
内
の
Ｐ
Ｒ
を
し
、

お
世
話
に
な
っ
た
弟
子
屈
に
恩
返
し

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

レ
ー
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
愛
好
家
が
急
増
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
年
、国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
釧
路
支
部
、

弟
子
屈
町
体
育
協
会
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
４
月
に
総
会
を
行
い
、
役
員
の
改
選

や
そ
の
年
度
の
大
会
予
定
な
ど
を
決
定
。５

～
11
月
に
か
け
て
、
20
回
以
上
も
の
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。大
会
に
は
毎
回
50
人
以

上
の
会
員
が
参
加
し
、
和
や
か
な
が
ら
白
熱

し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
結
果
な
ど
を
掲
載
し
た
会
報

が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
も
特
徴
。１
９
９
４

（
平
成
６
）年
５
月
か
ら
発
行
が
始
ま
っ
た
会

報
は
、
10
月
31
日
に
３
０
０
号
を
迎
え
ま
し

た
。大
会
の
様
子
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
盛

り
込
ま
れ
た
会
報
を
、
楽
し
み
に
し
て
い
る

会
員
も
多
い
と
の
こ
と
。設
立
20
周
年
の
節

目
に
会
報
も
３
０
０
号
を
迎
え
た
こ
と
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
感
慨
深
く
、
と
て

も
よ
い
記
念
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

11
月
３
日
に
は
記
念
誌「
絆
」を
発
行
し
、
設

立
20
周
年
を
祝
っ
た
協
会
の
皆
さ
ん
。会
長

の
野
田
さ
ん
は

は「
会
員
同
士
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
よ
く
、管
内
の

大
会
で
は
好
成

績
を
残
せ
て
い

る
。会
員
の
協
力

で
20
周
年
を
迎

え
ら
れ
て
、う
れ

し
い
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

弟子屈町パークゴルフ協会の皆さん

11月17日に行われた秋季協会長杯の様子
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12月　アリーナ町民開放日

文化センターガイド

◎〜全面　　休〜休館日
（時間帯は18：00〜21：00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

土 水火月 金 土木水火月 日

木火 金 土 月日 金 土 月日木水火 火水
20

区　

分

木日 日

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

16
月

水
１

休

釧
路
児
童
相
談
所
巡
回

児
童
相
談
を
開
催

　

釧
路
児
童
相
談
所
に
よ
る
巡
回
児

童
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

巡
回
児
童
相
談
は
、児
童
相
談
所
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
の
児

童
に
つ
い
て
、助
言
や
指
導
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼�

日
時
／
１
月
28
日
㈫　

11
時
～
15

時
15
分

▼�

場
所
／
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
▼�

内
容
／
心
身
の
発
達
の
相
談
と
発

達
検
査
な
ど

▼�

申
し
込
み
／
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
の
で
、
１
月
９
日
㈭
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❑�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
こ

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー「
も
く

ば
」☎
４
８
２
‐
３
０
９
３
ま
で
。

都
市
再
生
整
備
計
画
の

事
後
評
価
原
案
公
表

　

町
で
は
国
土
交
通
省
の
事
業
採
択

を
受
け
、
弟
子
屈
市
街
地
区
で
都
市

再
生
整
備
計
画
事
業（
旧
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
）を
平
成
21
～
25
年
度
の

五
カ
年
に
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
一
定
期
間
、事
業
の
事
後

評
価
の
原
案
を
公
表
し
、事
後
評
価
に

関
す
る
意
見
を
募
集
し
ま
す
。事
業

の
効
果
を
客
観
的
に
検
証
し
、
今
後

の
都
市
整
備
の
在
り
方
を
検
討
し
た

上
で
、
事
業
の
成
果
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

今
後
は
、
原
案
と
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
学
識
経

験
者
を
交
え
た「
都
市
再
生
整
備
計

画
評
価
委
員
会
」を
開
催
し
、事
業
終

了
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
を
持
続

さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
ま
す
。そ
の

上
で
事
後
評
価
結
果
を
ま
と
め
、
皆

さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

公
共
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
さ
ら
な
る
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼�
閲
覧
と
意
見
の
募
集
期
間
／
12
月

２
日
㈪
～
12
月
16
日
㈪

▼�

閲
覧
場
所
／
役
場
建
設
課
と
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

※�

意
見
の
記
入
用
紙
は
閲
覧
場
所
に

用
意
し
て
い
ま
す
が
、
任
意
の
様

式
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
建
設
課
土

地
調
整
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
１

（
課
直
通
）ま
で
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
認
知
症
も
増

加
し
て
い
ま
す
。認
知
症
の
方
が
地

域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
家

族
や
地
域
の
方
の
適
切
な
対
応
が
必

要
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
認
知
症

に
対
す
る
理
解
が
大
切
で
す
。

　

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
支
え
る
、
認
知
症
サ
ポ
ー

第27回長谷製菓杯ソフトテニス大会

今月の主な行事予定
１日
７日

第11回摩周杯ソフトバレーボール大会
弟子屈中学校ソフトテニス大会

８日
第46回北海道高等学校新人バドミントン大会13～15日

22日 忘年ソフトテニス大会

◎ ◎

◎ 休

金
◎ 休

休 ◎ 休 休 休

タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼�

主
催
／
町
・
弟
子
屈
町
介
護
者
と

共
に
歩
む
会

▼�

日
時
／
12
月
８
日
㈰　

13
時
～
15

時
15
分

▼
場
所
／
町
公
民
館
講
堂

▼
内
容

�

講
演「
認
知
症
の
人
が
地
域
で
暮

ら
す
た
め
に
」Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

わ
た

ぼ
う
し
の
家　

会
長　

佐
々
木
幸

子 

氏

�

寸
劇「
こ
れ
っ
て
認
知
症
？
」笑
劇

団
Ｃ
ａ
ｔ
’ｓ

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　

�

５（
直
通
）、弟
子
屈
町
介
護
者
と
共

に
歩
む
会　

笹
島
☎
４
８
２
‐
３

※12月30日㈪～１月５日㈰は休館です。
11月８日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

　

２
９
３
ま
で
。

道
の
苦
情
審
査
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る「
北
海
道
苦
情
審
査
委

員
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

苦
情
審
査
委
員
が
皆
さ
ん
に
代
わ

り
、
道
の
機
関
に
対
し
中
立
的
な
立

場
で
必
要
な
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。利
害
に
関
わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、

苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
。

▼�

申
し
立
て
方
法
／
苦
情
申
立
書

（
道
庁
・
各
総
合
振
興
局
に
あ
る
ほ

か
、
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/ss/

dsc/kujyou.htm

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
苦
情
な
ど
を

記
載
し
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

❑
申
し
立
て
・
問
い
合
わ
せ
先

�

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー（
〒
０
６
０
‐
８

　

�

５
８
８　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
６
丁
目
）☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐

５
５
２
３（
内
線
）21
‐
７
０
６

０

　

�

１
１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１　

メ
ー

ルkujyou.koueki@
pref.hokka

　

ido.lg.jp

�

釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
総

務
課
道
政
相
談
室
☎
０
１
５
４


９
１
０
２

�今月の休館日
　（�２、３、９、10、16、

17、21、22、23、24、
30、31日）

10時〜17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

�小・中・高校生／無料

一般／520円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／１、８、15日 　　　　　　　14時〜14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／４、６、11、13、18、20日　 14時〜14時45分

　　　※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／５、７、12、14、19日　　　 14時〜14時45分

　　　※全て送迎バスあり（13時10分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／４、11、18日　　　　　 10時30分〜11時15分

フリー教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／１、７、８、14、15日　 10時30分〜11時15分

幼児水泳教室（幼児３〜５歳）

　◇日時／１、８、15日　　　　　 10時30分〜11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／７、14日　　　　　　　 10時30分〜11時15分

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／�１、４、５、６、８、11、12、13、14、15、

18、19、20、25、26、27、28、29日

15時〜17時

☎４８３‐２０７２
12月

 ☆７日／『ぶたのたね』　ほか２冊
 ☆14日／☆はらっぱスペシャル☆
　　　　　『また　ぶたのたね』　ほか２冊
 ☆21日／『こぶたは大きい』　ほか２冊
 ☆28日／『こぶたがずんずん』　ほか２冊

※図書館の年末年始休館日／12月30日㈪～１月６日㈪

テーマ 『ぶたくんパワフル』

○時間／午後１時〜　　○場所／弟子屈町図書館

おはなしはらっぱは毎週土曜日午後１時！ みんな集まれ！

おはなしはらっぱ 12月
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平成25年工業統計調査を実施します

み
ち
く
さ
の
年
末
年
始

休
館
に
つ
い
て

　

待
合
室「
み

ち
く
さ
」（
中
央

１
）は
、12
月
21

日
㈯
か
ら
１
月

13
日
㈪
ま
で
休

館
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

❑�
問
い
合
わ
せ

先
／
待
合
室「
み
ち
く
さ
」☎
４
８

　

２
‐
２
８
５
８
ま
で
。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼�

日
時
／
12
月
21
日
㈯　

10
時
～
16

時

▼�

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路

市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金
森

ビ
ル
）

▼�

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼�

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
12
月
20
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑�

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

9,000～13,400円Ｓ52 ３ＤＫ １美留和団地（簡易耐火平屋建）

20,900～31,100円Ｈ３ ３ＤＫ １ 53.01㎡　　　 　※緑団地（中層耐火４階建）
30,000円Ｈ６ １ＤＫ ２ 47.40㎡（３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）

14,300～21,200円Ｓ61 ３ＤＫ １
72.20㎡（４階）

川湯駅前団地（簡易耐火平屋建）
53.61㎡　　　
63.71㎡　　　

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／12月２日㈪〜12月９日㈪（土・日曜日、祝日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／12月下旬〜１月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ １南弟子屈団地（簡易耐火平屋建） 57.08㎡　　　

平成25年工業統計調査を実施します
　平成25年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、12月31日時点で実施します。

　工業統計調査は、わが国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、統計法に

基づく報告義務のある基幹統計調査です。

　調査の結果は中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として利活用されます。調

査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは絶対にありません。

　調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

❑問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）まで。

ＴＶｈを視聴するためのチャンネル設定はお済みですか
　広報てしかが11月号でお知らせしていましたが、ＴＶｈ（テレビ北海道）を視聴するためのチャンネル設定はお

済みでしょうか。

　まだチャンネル設定を行っていない方は、ぜひ設定してみてください。チャンネル設定でお困りの場合は、町内

各電器店かテレビ購入店にご相談ください。

　12月19日㈭までは、試験電波の発射期間となっています。機器類の調整のため電波が停止することがあります

ので、ご承知の上ご視聴ください。

❑問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）まで。

　拉致問題をはじめとする北朝鮮
当局による人権侵害問題は、国際社
会を挙げて取り組むべき課題とさ
れています。
　問題解決のため、一人一人が関心
と認識を深めていきましょう。

みんなが迷惑！困っています！
　犬の散歩時のフンの放置は、周辺の方々に迷惑になるばかりでなく、

衛生面でも影響を及ぼします。愛犬のフンは必ず

持ち帰り、ご自分で処理してください。

　自分の敷地内だからといって、フンなどを散ら

かしたままにしておくこともやめましょう。

❑�問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２

‐２９３４（課直通）まで。

犬のふん尿禁止！

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
て
し
か
が
11
月
号
45
ペ
ー
ジ「
お
誕

生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
中
で
、岡
部

倖
大
ち
ゃ
ん
の
性
別
が
女
と
あ
る
の
は

「
男
」の
誤
り
で
し
た
。謹
ん
で
お
わ
び
し
、訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

❑
林　
　
　

光　

俊　

様（
東
京
都
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附

（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）摩
周
湖
周
辺
の

森
林
再
生
な
ど
に
関
す
る
事
業
に
。

❑
林　
　
　

恵
久
美　

様（
東
京
都
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附

（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）摩
周
湖
周
辺
の

森
林
再
生
な
ど
に
関
す
る
事
業
に
。

❑
佐　

藤　
　
　

稔　

様（
釧
路
市
）

　

▼
現
金　

５
千
円�

　

�

教
育
振
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

❑
加　

藤　

榮　

子　

様（
泉
１
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

亡
夫（
加
藤
留
男
）が
生
前
、
町
に
お

世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。

❑
瀬　

野　

秀　

雄　

様（
帯
広
市
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

図
書
資
料
の
充
実
に
。（
ふ
る
さ
と

寄
附
金
）

❑
鈴　

木　

康　

友　

様（
札
幌
市
）

　

▼
現
金　

10
万
円�

　

�

亡
父（
鈴
木
祐
藏
）が
、
町
に
お
世
話

に
な
っ
た
お
礼
と
し
て
。（
ふ
る
さ

と
寄
附
金
）

❑�

一
般
社
団
法
人　

北
海
道
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
釧
路
支
部
弟
子
屈
分
会

　
　

会
長　

上　

村　

保　

範　

様

　

▼�

カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ヒ
ー
タ
ー　

40
台�

　

�

災
害
協
定
に
基
づ
く
、災
害
支
援
機
材

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❑
柴　

田　

和　

雄　

様（
札
幌
市
）

　

▼�

土
地（
高
栄
２
丁
目
１
２
８
‐
４
）

１
８
５
・
11
㎡

　

�
公
共
の
用
地
と
し
て
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２３４５６７

８９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

天皇誕生日

子 育 ひなたぼっこ開放
　クリスマス会「０～
　３歳｣（子育て支援
　センター・9:30～
  11:30／ 14:00～
  16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊んＤ
　ａｙ」（おひさま保育
　園／川湯保育園・
  9:00～）
健 康 乳児・３歳児健診（福
　祉センター・9:15～）
健 康 フッ素塗布（奥春別森
　の保育園・9:20～／
　福 祉 セ ン タ ー・
  10:00～）
健 康 予防接種「ＢＣＧ」
　（福祉センター・
  14:30～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（公民館
　・13:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣
　（川湯駅前交流セ
　ン タ ー・9:30～
  11:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

開 放 保育園開放「遊んＤａ
　ｙ」（おひさま保育園／
　川湯保育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動開放
　「０～３歳｣（川湯駅前
　交流センター・9:30～
  11:30）
税務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）
税務 町・道民税４期、国民健
　康保険税７期、後期高
　齢者医療保険料７期、
　介護保険料４期納期限

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～）
【役場仕事納め】

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

主な予定を掲載しています

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放「０
　～１歳｣（子育て支援セ
　ンター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・10:00
　～）
健
 康 母子手帳交付（役場・
  10:00～）
町 民 人権相談（公民館／川
　湯消防会館・13:00～）
税務 固定資産税４期、国民
　健康保険税６期、後期
　高齢者医療保険料６期
　納期限

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
  10:00～）

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
健
 康 マタニティ教室
　（子育て支援セン
　ター・13:30～）

町 民 人権相談（公民館
　／川湯消防会館・
　13:00～）

　
　
　
　
　

  

【
10
月
末
現
在
】

●
人
口
計　

８
、０
３
７
人　
（　
　
　

 

０
）

　
　
　

男　

３
、８
３
０
人　
（　
　
　

 

１
）

　
　
　

女　

４
、２
０
７
人　
（　
　
　

 

１
）

●
世
帯
数　

３
、９
８
６
世
帯（　
　
　

 

７
）

　

村
田 

聖せ
い

奈な

ち
ゃ
ん 

女 

（
幸
治
）美
里
２

　

高
橋 

幸こ
う

佑す
け

ち
ゃ
ん 
男 
（
広
幸
）川
湯
温
泉
５

　

石
川 

朝あ
さ

陽ひ

ち
ゃ
ん 

男 
（
幸
平
）高
栄
２

　

鈴
木 

陽は

琉る

ち
ゃ
ん 

男 

（
謙
太
）美
里
２

　

加
藤　

留
男
さ
ん（
85
歳
）泉
１

　

藤
田
ヨ
シ
ノ
さ
ん（
89
歳
）桜
丘
３

　

宮
崎　

保
行
さ
ん（
80
歳
）中
央
２

▼
先
日
、東
京
都
で
開
催
さ
れ
た「
北
海

道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
」に
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
各
地
か
ら
56
の
市
町
村
が
参
加

し
ま
し
た
。約
１
千
２
０
０
人
も
の
来

場
者
が
訪
れ
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。弟
子
屈
町
に
も
次
か
ら
次

へ
と
相
談
者
が
訪
れ
、
ち
ょ
っ
と
暮
ら

し
や
移
住
に
つ
い
て
熱
心
に
説
明
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。少
し
で
も
弟
子
屈
町

に
興
味
を
持
っ
て
、
移
住
さ
れ
る
方
が

増
え
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。（
渋
田
）

▼
お
遊
戯
会
や
文
化
祭
・
学
芸
会
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
を
目
に
す
る

機
会
の
多
か
っ
た
11
月
。堂
々
と
し
た
発

表
に
感
心
す
る
こ
と
し
き
り
で
し
た
。私

は
と
い
え
ば
、11
月
か
ら
朝
礼
の
司
会
が

回
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

数
人
の
課
員
の
前
で
話
を
す
る
だ
け
で

声
が
震
え
る
始
末
。い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
己
の
引
き
出
し
を
増
や

す
と
と
も
に
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力
も
つ
け

た
い
と
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※�お誕生とお悔やみは、10/1～10/31に届け出をされた方のうち、掲載を希
望された方のみ掲載しています。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

再度「石油ストーブ」の吸排気筒・煙突の点検を！

　暖房機器の使用が本格化しましたが、秋口から風の強い日が見受けられます。
　強風により、給排気筒トップの周囲にごみなどの障害物や変形がないか、煙
突（排気筒）が外れていないか、雪でふさがれないかを点検してください。給排気
筒トップの周りが雪でふさがれたり、煙突が外れていたり、給排気の妨げにな
る障害物があると、運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。また、風がよど
むような場所は、排ガスを再度吸込んで異常燃焼を起こすことがありますの
で、避けてください。
　なお、石油ストーブなどの取り付けや修理は、専門業者に任せてください。

上
うえ

村
むら

　玲
れ

亜
あ

琉
る

 ちゃん 江
え

上
がみ

　拓
たく

杜
と

 ちゃん

河
か

西
さい

　織
おり

斗
と

 ちゃん 木
き

村
むら

　芽
め

衣
い

 ちゃん 前
まえ

川
かわ

　こころ ちゃん

歳末特別警戒を実施します!!
　師走を迎え、寒さも一段と増し、火災や事故が発生し
やすい季節を迎えます。
　消防署・消防団では、災害の未然防止などを図るため、
今年も右記日程で歳末特別警戒を実施します。

給排気筒・煙突の点検を
（つまり、外れ、可燃物、洗濯物、積雪）

≪歳末特別警戒日程≫
日時／12月25日㈬～30日㈪　20時～22時

区域／町内全域


